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１，日 時 平成１８年９月６日（水）５校時

２，学 級 ２年Ｂ組 男子１８名 女子２０名

３，主 題 １次関数

４，主題について

小学校では、ともなって変わる２つの量として比例を学習している。中学校１年生ではこの学習や経験をもとに、比例と反比例

を学習し、文字を用いて式やグラフに表現したり、具体的な事象において結果を類推するという関数の良さを学習する。２年生で

はまず、比例・反比例を学んできたのをうけて、関数を定義する。１次関数は比例ｙ＝ａｘにつづく内容として関数指導の中心と

いえるものである。この学習を経て３年生では２次関数ｙ＝ａｘ に発展していく。関数の良さの１つは具体的な事象の中から２２

、 、 、 。 、つの数量をとりだし それらの変化や対応を調べることを通して関数関係を見いだし 表現し 考察することである これには表

式、グラフを用いて特徴を調べることができること、具体的な事象の考察に関数を活用することが必要となる。

多くの生徒は「式の計算」や「連立方程式」に積極的に取り組み、計算はほぼ正確にできる。しかし、物事を感覚的にとらえて

判断したりする生徒が多く、１年生時の関数の学習では式の表し方、具体的な事象を表、式、グラフを利用して考えることを苦手

にしている。また、分数の計算や文章問題になるとあきらめてしまったりする生徒も数名いる。

そこで、まず数あてゲームや身近な事象を導入に使い、関数の概念である１対１の対応と比例・反比例の復習をし、既習事項と

関連づけて段階を踏んだ指導をする。また表、式、グラフを常に関連させて、関数をとらえる視点を身につけさせたい。さらに、

、 。グラフを利用することで問題解決が容易になる場面を多く体験させることで 何のためにグラフをかくのかを生徒に理解させたい

５，指導と評価の計画（別紙）

６，本時の達成目標

関心・意欲・態度 １次関数の式を、条件を利用して求めようとする。

数学的な見方・考え方 １次関数の式が決定するための条件を表、式、グラフをもとに説明することができる。

表現・処理 いろいろな条件をみたす１次関数を求めることができる。

知識・理解 １次関数の式が決定するための条件をいえる。

７，本時の指導の構想

（１）指導構想及び留意点

導入では前時までに学習した式、表、グラフの関係を取り上げ、それぞれのつながりを確認した上で本時の学習内容に入る。

問題１では、式から切片を求める方法で解く解き方が一般的だが、表やグラフからも求めることができる。本時の授業では３つ

の問題をそれぞれ別の方法で解き、３つの解法を自分で行うことで関連性を確認させたい。このような解き方にふれておくこと

で、１次関数の変化の割合や定数の部分の意味が生かされると考える。また、次の時間の２組のｘ、ｙの場合にも連立方程式に

こだわらず変化の割合を求めて解く解き方につながる。導入で表、式、グラフの関連を確認することで３つの方法で本時の学習

課題を解くことを連想させたい。問題１をグループごとに解き方を考え、それらを発表しあい、自分の解き方以外にも目を向け

させ、その後の２問を別な解き方で解くことで、表、式、グラフの関連がどの問題にもあることに気づかせたい。



指導と評価の計画

単元の目標主な学習活動

次 時 主な達成目標

１ １ｈ、本時

１組のｘ、ｙと
変化の割合
（傾き）から１
次関数を求め
ることができる

２ １ｈ

２組のｘ、ｙか
ら１次関数を
求めることが
できる

数学的な見方・考え方 表現・処理 知識・理解

「変化の割合と１組のｘ、ｙの
値」、「２組のｘ、ｙの値」がわか
ればよいことを、グラフと関連づ
けて指摘できる

代数的なとき方と関数的なとき
方の両方で１次関数を求めるこ
とができる

代数的なとき方と関数的なとき
方の両方の手順を説明すること
ができる

式が決定するためには変化の
割合や切片がわかればよいこ
と、与えられた条件には何が与
えられていて何を求めればいい
のかをくり返し言わせる機会を
もつ

求めようとするものをはっきりさ
せ、代入の仕方や方程式の解
き方を丁寧に書かせる

与えられたｘやｙ、ａの値をどの
ように代入するのか丁寧に書か
せる

既習事項を用いて１次関数を求
め方を説明することができる

いろいろな条件をみたす１次関
数を求めることができる

１次関数の式が決定するため
の条件をいえる

式、表、グラフを使い、１次関数
の式が決定するための条件を
説明することができる

いろいろな条件をみたす１次関
数を求めることができる

１次関数の式が決定するため
の条件をいえる

知識・理解
１次関数の式が決定するため
の条件を考えようとする

１次関数の式が決定するため
の条件を説明することができる

いろいろな条件をみたす１次関
数を求めることができる

１次関数の式が決定するため
の条件をいえる

主な学習活動
表、式、グラフから１次
関数を求める方法を考
える

連立方程式や変化の
割合から１次関数を求
める方法を考える

数学への関心・意欲・態度

１次関数の式が決定することを
グラフが決定することと関連づ
けながら、その条件を考えようと
する

数学への関心・意欲・態度

既習事項を用いて１次関数を求
めようとしている

１次関数の一般式は何と何が
分かれば決まるのか、と考えさ

せる

式、表、グラフを使い、１次関数
を求めようとしている

○具体的な事象の中から２つの数量をとりだし、それらの変化や対応を調べることを通して、１次関数について理解するとともに、関数関係を見いだし表現し考察する能力を養う。

　　　　　　　イ、１次関数のとりうる値の変化の割合とグラフの特徴を理解するとともに、１次関数を利用できること。

与えられた
条件から１
次関数を
求めること
ができる

①問題の内容
を読みとる
②問題の要素
を取り出しそ
れらを関係づ
ける
③式、表、グ
ラフで解決方
法を比べる
④解答を順序
よく書く

評価規準
Ｂ＝「おおむね満足でき
ると判断される状況」

Ａ＝「十分満足できると
判断される状況」の例

Ｃ＝「努力を要すると判
断される状況」への指
導の手だての例

数学的な見方・考え方 表現・処理

２年　　数学 単元名　　　　　　　　　１次関数（１次関数を求めること） 総時間数　　２時間　扱い

　　　学習指導要領の指導事項



本 時 の 展 開

段 階 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

１ 前 時 ま で に 既 習 し て い る 傾 き や 切 片 を つ か っ て 式 を つ 既 習 事 項 で あ る 傾 き 、 切 片 の 意 味
く る こ と や 、 式 、 表 、 グ ラ フ の 関 連 を 確 認 す る 。 を 確 認 す る 。

導 学 習 プ リ ン ト を 使 い 、 表 、 式 、 グ
ラ フ の つ な が り を 確 認 し 、 学 習 課

入 題 に つ な げ る 。

紙 板 書 を 利 用
分10

２ 学 習 課 題 を つ か む

変 化 の 割 合 と １ 組 の ｘ 、 ｙ が 与 え ら れ た と き 、 １ 次
関 数 の 式 が つ く れ る だ ろ う か

問 題 １ 変 化 の 割 合 が ２ で ｘ ＝ ３ の と き ｙ ＝ １ の と き １ 班 体 制 が う ま く 機 能 し て い る か 配
次 関 数 の 式 は つ く れ る だ ろ う か 慮 す る （ で き て い な い 生 徒 に 教。

３ 自 力 解 決 を す る え た り 、 で き て い な い 生 徒 が 聞 い
表 、 式 、 グ ラ フ の ３ つ の 方 法 で 考 え る 。 た り す る よ う に す る ）

展 そ れ ぞ れ の 方 法 を 発 表 し あ い 、 ど の 方 法 で も 答
え は 一 緒 に な る こ と を 確 認 す る 。 機 械 的 な 操 作 で は な く 、 ど う し て

そ う な る の か み ん な に 分 か る よ う
（ 表 か ら 式 を 求 め る ） （ 式 か ら 求 め る ） に 既 習 事 項 の 言 葉 を 利 用 し て 書 く

よ う に す る 。
速 く 終 わ っ た 生 徒 は 別 な 解 き 方 に
も 挑 戦 さ せ る 。

（ グ ラ フ で 式 を 求 め る ）

４ 班 内 で 自 分 の 考 え を 発 表 す る 。 自 分 の 考 え を か い て も 消 さ な い 。
途 中 で も 自 分 の 考 え た 所 ま で 発 表
さ せ る 。

５ ３ つ の 方 法 を 全 体 で 確 認 す る 。 生 徒 同 士 で 補 わ せ な が ら ま と め て
い く よ う に す る 。
３ つ の 方 法 の 関 連 づ け を す る 。

６ ま と め
変 化 の 割 合 と １ 組 の ｘ 、 ｙ が 与 え ら れ た
場 合 １ 次 関 数 の 式 を つ く る こ と は で き る

開 ７ 類 題 を 解 く た し か め １ ① を 解 く 。 机 間 巡 視 で 観 察 し 様 子 を つ か む 。
。変 化 の 割 合 が ３ で ｘ ＝ １ の と き ｙ ＝ ４ ３ つ の 方 法 か ら 解 き 方 を 選 び 解 く

の 場 合 で き た ら 別 な 方 法 で も 解 か せ る 。

分35

。８ 定 着 問 題 を た し か め １ ② を 解 く ３ つ の 方 法 か ら 解 き 方 を 選 び 解 く
解 く 傾 き が ３ で （ １ ， ２ ） を 通 る 場 合 で き た ら 別 な 方 法 で も 解 か せ る 。

机 間 巡 視 で 観 察 し 様 子 を つ か む 。

ま と め １ 次 関 数 の 式 を 求 め る 方 法 の 確 認
終
末 次 の 時 間 の 確 認
分 を す る 。5


